


















50

A1） 単相コンデンサーモータ／
サーマルプロテクター内部結線

C
NPEL

TOP

21 ZUU

U1 =青
U2 =黒
Z =茶

=緑／黄

A2b）単相コンデンサーモータ／
サーマルプロテクター接点出力

U1 U2Z TOPTOP

PENL

C
U1 = 青
U2 = 黒
Z = 茶

= 緑／黄

端末箱付きファン

A2c）単相コンデンサーモータ／
サーマルプロテクター無し

U1 U2Z

PENL

C
U1 = 青
U2 = 黒
Z = 茶

= 緑／黄

端末箱付きファン

AC電気接続図
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C1） デルタ接続（3～230 VAC電源)*
サーマルプロテクター無し

L3L2L1

W 22V2U

1U 1V 1W

PE U1 = 黒
U2 = 緑
V1 = 青
V2 = 白
W1 = 茶
W2 = 黄

= 緑／黄

C2） スター接続（3～400 VAC電源）*
サーマルプロテクター無し

L3L2L1

1

2

V1U1

2V2U W

W

PE U1 = 黒
U2 = 緑
V1 = 青
V2 = 白
W1 = 茶
W2 = 黄

= 緑／黄

F2b）スター接続*
サーマルプロテクターあり

F1b）デルタ接続*
サーマルプロテクターあり

U1 V1 W1W2 U2 V2 TOPTOP

L1 L2 L3 PE

U1 = 黒
U2 = 緑
V1 = 青
V2 = 白
W1 = 茶
W2 = 黄

= 緑／黄

PEL3L2L1

TOPTOPV2U2W2W1V1U1

U1 = 黒
U2 = 緑
V1 = 青
V2 = 白
W1 = 茶
W2 = 黄

= 緑／黄

*回転方向は2つの相を入れ替えることにより逆転

端末箱付き
ファン

端末箱付き
ファン

AC電気接続図
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技術的パラメーターと範囲

すべてのebm‑papst製品に適用される高い基準
ebm‑papstではお客様の用途に適した最高の製品を提供するため、製品の改善に向けた努力が一貫し
て行われています。慎重に市場をモニターすることを通して、ebm‑papst製品には一貫して技術的イ
ノベーションが反映されています。
下記の技術的パラメーターとお客様が製品を使用される環境に基づき、ebm‑papstは用途に合わせた
最高のソリューションを常に作り出すことができます。

性能パラメーター全般
ここに記載されたテクニカルデータとパラメーターとの差異
は、各製品のデータシートに記載されています。 

保護等級 
保護等級は各製品のデータシートに記載されています。 

絶縁クラス 
絶縁クラスは各製品のデータシートに記載されています。 

設置方向 
設置場所は各製品のデータシートに記載されています。 

結露水排出孔 
結露水排出孔に関する情報は各製品のデータシートに記載さ
れています。 

運転モード 
運転モードは各製品のデータシートに記載されています。 

保護等級 
保護クラスは各製品のデータシートに記載されています。

期待寿命
ebm‑papst製品の耐用年数は主に次の2つの要因に左右されます。
– 絶縁システムの耐用年数
– ベアリングシステムの耐用年数
絶縁システムの耐用年数は主に電圧レベル、温度、および湿
度や結露などの環境条件に依存します。ベアリングシステム
の耐用年数は主にベアリングに対する熱負荷に依存します。
ebm‑papst製品の大半は、すべての設置場所についてメンテ
ナンスフリーのボールベアリングを使用しています。オプシ
ョンとしてスリーブベアリングも使用することができ、これ
は対象製品のデータシートに記載されています。
ボールベアリングの期待寿命L10は気温40℃の場合、約4万運
転時間ですが、これは実際の環境条件によって異なります。
お客様の個々の運転条件に応じ、耐用年数を計算いたします。

モータの保護／熱保護
モータの保護と熱保護に関する情報は各製品のデータシート
に記載されています。モータのタイプと用途に応じ、以下の
保護機能が実装されます。
– サーマルプロテクター（TOP）‐ 回路内または外付け
– 電子的診断機能付きPTC 
– インピーダンス保護 
– 電子的診断機能付きサーマルプロテクター（TOP）
– 回路経由の電流制限
外付けTOPを接続した場合、お客様でそのスイッチを切るた
めの制御機器も必ず接続してください。TOPが接続されない
製品、および適切でない使用に対して保護されない場合、規
格に準拠したモータ保護システムを設置する必要があります。
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法律と指令
このカタログに記載されている製品は、該当する規格および
用途に適用される基準に準拠して設計、開発、および製造さ
れています。

規格
規格に関する情報は各製品のデータシートに記載されています。

EMC
EMC規格に関する情報は各製品のデータシートに記載されて
います。取り付けが異なる場合にはEMC特性も変化し得るた
め、EMC規格への準拠は最終的な使用状況に基づいて確定さ
れます。 

漏洩電流 
漏洩電流に関する情報は各製品のデータシートに記載されて
います。測定はIEC 60990に即して行われます。 

安全規格 
ご使用のebm‑papst製品に関して特定の安全規格（VDE、UL、
GOST、CCC、CSA等）が必要な場合は当社までご連絡くださ
い。ebm‑papst製品の大半には必要な安全規格に準拠するこ
とが可能です。既存の安全規格に関する情報は各製品のデー
タシートに記載されています。

風量特性測定 
空気性能の測定は、ISO 5801およびDIN 24163規格に準拠した
チャンバー試験装置上の吸い込み側で行われます。試験の対
象となるファンは測定チャンバー内にフリーエアー吸排気（イ
ンストールカテゴリーA）の状態で設置され、通常電圧にて、
ACの場合は定格周波数にて、およびガードグリルなどの追加
コンポーネント無しで運転されます。規格に基づき、風量特
性曲線は空気密度1.2 kg/m3に対応しています。

左：耐久試験室
中：衝撃試験

右：チャンバー試験装置

機械的ストレス／性能パラメーター
ebm‑papstのすべての製品に対して、仕様を準拠すべく、包
括的な試験行っています。この試験にはebm‑papstが持つ幅
広い経験と専門的な知識が集約されています。

振動試験
振動試験は以下の基準に基づいて行われます。
– DIN IEC 68, parts 2‑6に基づく運転時振動試験
– DIN IEC 68, parts 2‑6に基づく静止時振動試験

衝撃試験
衝撃試験は以下の基準に基づいて行われます。
– DIN IEC 68, parts 2‑27に基づく衝撃負荷

釣合い良さ
釣合い良さ試験は以下の基準に基づいて行われます。
– DIN ISO 1940に基づく残留不釣り合い
– 標準的な釣合い良さレベルG 6.3 
用途によってこれを上回る釣合い良さが必要な場合、当社に
ご連絡いただき、発注時にその旨をご相談ください。

化学物理的ストレス／性能パラメーター
化学物理的ストレスに関してご質問があればebm‑papstの担
当者までご連絡ください。

用途と業界
ebm‑papst製品は次のようなさまざまな業界や用途に使用さ
れています。
換気／空調／冷蔵、クリーンルーム、自動車および鉄道、医
療および実験室、電子製品、コンピュータおよびオフィス設
備、通信、家庭電化製品、暖房、機械と工場、ドライブエン
ジニアリング。
ebm‑papst製品は航空および宇宙産業向けではありません。
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風量特性と騒音の測定条件
ebm‑papst製品の測定は以下の条件下で行われます。 
– 軸流および斜流ファンは回転角「V」にてフルノズル装着、
ガードグリルなし

– ターボファンはインレットノズル装着のうえフリーランニ
ング

– シロッコシングルおよびデュアル吸入口ターボファンはハ
ウジングあり

騒音測定
すべての騒音測定は残響床を持つ低反射試験室にて行われま
す。従って、ebm‑papstの音響試験チャンバーはDIN EN ISO
3745による精度クラス1の条件を満たしています。騒音測定に
あたっては、試験対象のファンは残響壁に設置され、ガード
グリルなどの付属品なしに定格電圧（ACの場合は同じく定格
周波数）にて運転させます。

音圧レベルと音響パワーレベル 
すべての音響関連の値はISO 13347、DIN 45635、およびISO
3744/3745に基づき、クラス2の精度にてAランクのフォーム
により決定されています。音圧レベル（Lp）測定の際、マイ
クロフォンは試験対象のファンの吸入口側におかれ、ファン
の軸上の1メートルの距離を取ります。
音響パワーレベル（Lw）の測定では10本のマイクロフォンが
ファンの吸入口側エンベロープ面上に配置されます（図参
照）。測定された音響パワーレベルは、音圧レベルに7 dBを加算
することによって概算で算出されます。 

ISO 13347‑3（DIN 45635‑38）に基づく測定のための設定： 
10か所の測定ポイント

d ≥ D
h = 1.5d ...4.5d
測定面積 S = 6d2 + 7d（h + 1.5d）

3d

2d

h
D 1.

5d

高精度ノイズ測定室 
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同一音圧の複数の騒音源を加算する
同一音圧の2つの騒音源が存在する場合、音圧レベルは約3 dB増加します。複数
の同一のファンが存在する場合の騒音特性は、データシートに記載されている
騒音値に基づいて事前に判断することができます。右図をご覧ください。
例：8台のA3G800軸流ファンがコンデンサーユニットにあります。データシー
トによればこのファン1台の音圧は約75 dB(A)です。図から読み取った音圧の上昇
幅は9 dBです。従って、この場合の全体としての音圧は84 dB(A)と予想されます。

音圧の異なる2つの騒音源を加算する
音圧の異なる2つのファンによる騒音は、データシートに記載された音圧に基
づいて事前に判断することができます。右図をご覧ください。
例：運転ポイントには音圧75 dB(A)のA3G800軸流ファンが、換気ユニットには
音圧71 dB(A)のA3G710軸流ファンがあります。音圧の差は4 dBです。右図から読
み取った音圧の上昇幅は約1.5 dBです。したがって全体としての音圧は76.5
dB(A)と予想されます。

距離の法則
音響パワーレベルは音源との距離には無関係です。これに対し、音圧は音源か
ら遠ざかるに従って低下します。右図には遠い音場における音圧の低下を示し
ています。遠い音場の状況は、マイクロフォンとファンとの距離がファンの直
径および考慮すべき波長と比較して大きい場合に適用されます。遠い音場の詳
細については複雑な問題であるため適宜資料を参照してください。距離が2倍
になった場合、遠い音場のレベルは6 dB低下します。ファンに近い音場の場合に
は他の要因が関係し、レベルの低下はこれよりも大幅に小さくなります。下記
の例は遠い音場にのみ適用され、設置状況によって大きく変わります。
A3G300軸流ファンについて測定された音圧レベルは1 m地点で65 dB(A)です。
右図に基づく20 m地点での減衰量は26 dBで、これは39 dB(A)の音圧レベル低下
に相当します。
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